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要 旨

産業廃棄物最終処分場の浸透水等の調査において、 有機物による水質汚濁の状況を把握するため、 生物化

学的酸素要求量（ BOD） 及び化学的酸素要求量（ COD） に加えて、２０２１年７月から全有機炭素（ TOC） の測

定を開始した。 県内の３つの処分場浸透水の測定結果から 、 TOCに対するBOD及びCODの相関関係を調べた

と ころ、 CODはTOCと 強い相関があるこ と が確認できた。 BODはCODと 比較すると TOCと の相関が弱いこ

と が確認された一方で、 一部の処分場において冬季にBODが上昇する現象が確認された。

産業廃棄物最終処分場における有機汚濁物質（ BOD、COD、TOC） の測定結果

はじめに

当センターでは産業廃棄物最終処分場の監視及び

指導を目的と して、 県の監視計画に基づき、 浸透水

等の水質調査を実施している。 有機物による水質汚

濁の指標と し て、 生物化学的酸素要求量（ BOD）

及び化学的酸素要求量（ COD） を測定しているが、

２０２１年７月以降は全有機炭素（ TOC） も 項目に追加

し、 調査を行っている。

県内の３つの最終処分場浸透水におけるBOD、

COD及びTOCの測定結果について、２０２１年７月以降

の結果をまと め、 有機物による汚染の状況及び各指

標の相関関係について把握するこ と を目的と して本

調査を実施した。

方法

県の監視計画に基づき、 当センターに搬入される

産業廃棄物最終処分場の浸透水について、 日本産業

規格K０１０２ ２１「 生物化学的酸素消費量（ BOD） 」

に規定さ れた方法でBODを、 K０１０２ １７「 １００℃にお

ける 過マン ガン 酸カ リ ウ ム によ る 酸素消費量

（ CODMn） 」 に規定さ れた方法でCODを、 K０１０２

２２．２「 燃焼酸化‐ 赤外線式TOC計自動計測法」 に

準じ た方法によ り TOCを測定し た。 TOC自動計測

器は三菱ケミ カルアナリ テッ ク （ 日東精工アナリ

テッ ク ） 社製TOC-３１０V型を使用した。

結果

BODをTOCで除した値をBT比、 CODをTOCで除

した値をCT比と し 、各処分場におけるＢ T比及びCT

比の推移を図１に示す。

処分場AではCT比がおおむね１で推移する結果と

なった。 また、 COD及びTOCの測定値は夏季に少

し 上昇する 傾向が見ら れた。 BT比は１未満で推移

し、 測定値はCOD及びTOCよ り も 低い値と なる 傾

向がある 一方で、 冬季にBODが上昇する 傾向が確

認さ れた。 BT比も 冬季に高い値を示し ており 、 最

も高い時にはBT比９．８と いう 結果が得られた。

処分場B及びCにおいてもCT比は１付近、 BT比は１

未満で推移する結果と なった。 COD及びTOCの測

定値は夏季に上昇する 傾向があった。 BODは処分

場Aのよ う な特徴的な変動はなかったが、 処分場C

において、 一度だけBT比が１を超える値が確認さ れ

た。

考察

CODと TOCについては、 過去の報告から 強い相

関があるこ と が確認されている １ ）。 今回の３つの処分

場でも CT比がおおむね１と なり 、 同様の傾向が確認

できた。 夏季に測定値が上昇したこ と については、
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植物プランク ト ンの増殖等の影響が考えられる。

BODについては、 BT比が１未満の低い値になる場

合が多く 、 CODと 比較し てTOCと の相関が弱いこ

と が確認できた。 冬季に確認さ れた高い値につい

て、 水温の低い冬は生物活性が低く 、 有機物が分解

さ れずにBODが高く なる と いう 報告がある ２ ）。 しか

し、 処分場Aの浸透水の水温は冬季でも 約２０度前後

で推移しており 、 夏季と 比較して極端に低いと はい

えないため、 水温以外の要因も考えられる。 今後も

調査を継続し、 原因の把握に努めたい。
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図１ 各処分場における BT比及びCT比の推移
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